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昨今の周辺技術の目まぐるしい発達により、タンパク質や核酸など生体高分

子の構造解析への敷居は確実に低くなっている。しかしながら、タンパク質の

種類によっては（特に植物のタンパク質においては）、構造解析に適した質の

高い試料の十分な確保がボトルネックとなる場合がある。 

 本セミナーでは、これまで発表者が取り組んできた植物の転写制御因子の構

造機能解析を例として、生化学的解析や X 線結晶構造解析を成功に導くための

タンパク質および核酸のコンストラクトデザイン戦略を紹介する。 

（参考文献：Nosaki S, et al. (2018) Nature Plants) 
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